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フォビア(恐怖症)
第一回
渡邊利道
私の生涯の唯一の情熱は恐怖であった。
ロラン・バルト
……夜の間ずっと子供の泣き声が聞こえるのが恐ろしい。
はげしく空気を振動させ、みずからの不快を周囲に知らせようと必死になっているような声。
泣き声というよりも悲鳴に近いような声が、えんえん数時間続き、止んだかと思うとしばらくしてまたぶりかえす、その繰り返しが毎日毎夜繰り返される。
はじまるのは大抵夜の七時過ぎである。ちょうど夕餉の支度が整った頃で、台所から温かい空気とともに食欲をそそる匂いが立っていて、彼かもしくは彼女はとてもお腹が空いており食事を楽しみにしているだろうと、彼かもしくは彼女の母親かもしくは父親は考えていたのに、部屋(部屋と言っても当然そこは子供部屋などではない。子供に個室を与える金銭的余裕など彼かもしくは彼女の両親には存在しない。彼らが住んでいるのは市営住宅であって、それも便利な都市部の住宅ではなく郊外のニュータウンと呼ばれる、一九六十年代の後半に建設され現在はすっかり老朽化し急激に人口が減少しつつある団地である)に行ってみると、子供は遊びに夢中になっておりまったく夕食のことなど考えてもいない。母親(かもしくは父親)は自分の好意に基づく予想が外れ、まるで自分の好意が蔑ろにされたような心持ちになり、不機嫌に「ごはん」とだけ、まるで物でも投げるように言う。
この母親(かもしくは父親)は、幼い頃からずっと周囲に〈馬鹿にされる〉ことだけを嫌って生きてきたのだが、その実本当は自分が馬鹿ではないか(馬鹿にされてもしかたがないのではないか)と深く疑っていたし、そして近頃ではついにどうやらそうであると認めるしかないような状況を生きている。だからこそ彼(かもしくは彼女)はなおいっそう誰彼なしに自分が馬鹿にされることに耐えられない。本当のこと、つまり本当に他人が自分を馬鹿にしているのかどうかはよくわからないのだが、どうもみなが薄笑いを浮かべて自分を見ているような気がしてならない。だから彼(かもしくは彼女)はつねに苛立っている。
せめて自分の家の中だけでも、自分の意志をみなに尊重してもらいたいし、自分が多くの犠牲を払って産み育てている我が子にはなおのことそうしてもらわなければならないと彼(かもしくは彼女)は思っている。そうでなくては納得できない。しかるに子供は動物の延長であってまったく自分のことしか考えていない上に、しかも自分自身に害のあることでも思いつきで平気でやろうとするし、子供のことを思って何くれとなくやってやろうとし忠告する親の行為・言葉を理解せずまた理解しようともしないで、好き勝手に遊んでいる。
「ごはん」ともう一度言う。少し声が大きくなっているが、まだ怒りを抑えているので子供はそれに気づかない、というか何度も同じ経緯をたどっているにもかかわらず子供は親に対する警戒を怠っている。
そしてついに「ごはんって言ってるでしょ!(だろ!)」という罵声とともに暴力が振るわれることになるのだ。
一、二メートルふっとばされて壁に激突して倒れ、痛みというよりもむしろ何が起こったか正確に把握できないほどの衝撃のために彼もしくは彼女は最初呆気にとられ、そして不意に大声で泣きはじめるのだが、それは抗議の意味合いも含んだ泣き声であって、当然彼もしくは彼女の母親かもしくは父親の神経をさらに逆撫でするものでしかないのだった。
ふたたび手を出し「泣くな!」と怒鳴る。
もちろんますます子供は泣く。悪循環の中で、子供の声は次第に単なる甘えの入った抗議の泣き声から自分はもしかして親に憎まれているのではないかという恐怖に染まった悲鳴に近づいていく。崩壊する世界のただ中で「信じられない」という気持ちを抱えて叫ぶ声に。
その不信の声は、親たちに「あなたはそれでも真に私の親なのか」という問いを突きつけているように親たちには感じられるだろう、そこに断絶が、深淵が口を開ける。暴力がエスカレートし、さらに子供は泣きわめき、身体に欠損を与えるほどの暴力、教育であるとして正当化されるわけのない取り返しのつかない暴力が振るわれ、そうやって何度もの夜に何度も同じことが何度も繰り返され、それに誰もが慣れてしまいついに無視するつもりもなく(おそらくは無意識には大いにそうである)子供は暴力の中に放置される。そしてこの夜にも、子供の悲鳴、泣き声が同じ団地に住むだけで何の関係もない私のところにまで聞こえてくるのだ。
緩慢な死が迫ってくる事態がもしかするとその先にあるのかもしれない泣き声が聞こえているのだ、と考えるのは、想像というよりもむしろ妄想に近いのかもしれない。
しかし人間の子供は生物として未完成な状態で生まれるので、親と子の不均衡な状態は子にとって決定的な「遅れ」として意識される以上の現実的限界を作っている。つまり子供は自分が生まれてくる親を選ぶことができないにもかかわらず、自分の生の条件のほぼすべてをその親に依存するのだ。これは恐ろしいことではないだろうか。だいたい毎日毎日接する報道で虐待事件がどれほど頻繁に発生しているかを考えてみれば、この毎日毎夜聞こえてくる泣き声、悲鳴が虐待の徴でないと誰が言い切れるだろうか。
そして私は考えるのだ。その声を聞いてしまったのであれば、いますぐにそれに対して何かをしなければならないのではないかと。そうすることによってこの声を私は虚空に響く声から誰かから誰かへのメッセージにすることができるのではないか。それが暗黙に求められているのではないか。
たとえばそれが虐待などではなく、単なるわがままな子供のヒステリーでしかなかったとしても、それはそれでそれならばそれで私の想像/妄想には〈取り越し苦労〉という名前が与えられ綺麗に整理された感情の棚に収まることができるというものではないだろうか。
しかし現実的に私にいったい何ができるだろうか。警察に電話でもするのか。その泣き声、悲鳴がどこから聞こえてくるのかも判然としないのに、警察は話を聞いてくれるだろうか。
ではその部屋を探すのか。泣いている子がどこの部屋にいるのかを、いつその声が途切れてしまうか怯えながらこの夜に外へ出て、棟数だけで六、それぞれ階数が十二、さらにそれぞれ部屋数が八あって、道路を面して公営団地が十四棟うち十四階三棟四階十一棟各十二部屋づつある周辺団地の中から探し出そうというのか。
ちょっと考えてみるだけでもぞっとするほどナンセンスだ。もちろん声には方向があって、じっとして聞いてみれば、だいたいどちらの方から聞こえてくるかはわかるようで、しかし実際のところ、彼かもしくは彼女の泣き声あるいは悲鳴は、ときに高く、ときに低く、ほとんど聞き取れぬほどにか細くなり、実際途切れてもいるようで、微かに聞こえているかいないかのあいだを続き、そしてまた不意に大きくなる、というように揺れ動いているので、どうにも意識を集中しづらいのだ。そのくせ、ふとトイレに立ってテレビから離れたときにできる音の隙間にその声が聞こえる。また夜床に就いて眼を閉じたときにまるでまだ眠っていないのに見る夢の中での出来事のように聞こえてくるのだった。
きっと本当に警察沙汰になるような虐待が行われているとしたなら、子供のいる部屋の近所でまずそれが話題になり何か対策が行われるはずだ、と私は考え、ざわめく気持ちを落ち着かせる。そっと目を閉じ、もぞもぞ動いて身近に音を出し声を遠ざけようとする。そんなことばかりしているからか眠れなくなってきてだんだん身体の隅々に痒いような痺れが出て諦めて明かりを点けた。
ベッドを出て台所へ行き、冷蔵庫から冷たい水を出してコップに注ぎごくごく飲んだ。
家の中は静かだった。物音一つしない、と思って、子供の泣き声が止んでいるのに私は気づいた。幻聴ではないのかと思ってまたぞっとするが、しかし確かに現実に聞こえている音だというのはわかっている。それがわかっているのに幻聴ではないかと疑いを持たずにはいられない自分に驚く。
もう一杯水を飲み、台所の時計を見ると蛍光の針は深夜一時過ぎを指している。真冬だというのにびっしょり汗をかいていて、冷たい水を何杯も飲んですっかり身体が冷えきってしまった。
ぶーんという音がしている、冷蔵庫の音だ、と私は思う。この音だけは止むことがない。と思った一瞬後にふっと音が消えた。音だけではなく、寝室から漏れ出て台所にもうっすらと射していた電灯の光も消えたので、すぐに停電だとわかった。
電気の供給が途絶えると、この家には本当に光も音もなくなるのだなと私は思った。いや、音だけなら私自身が動けば立つ、とも、冷蔵庫を開け三杯目の冷やした水を飲んで(この水もこのままずっと停電が続けばぬるくなってしまうと私はぼんやり思った)冷蔵庫の扉をバタンバタンと開け閉てする音を聞きながら思った。
冷蔵庫の扉が立てる音は思いのほか大きく響いたので、私は隣室の住人を起こしてしまうのではないかと思い、ドキッとして壁を見た。気が小さい人ねえ、と、そういうとき妻はよくそう言って私を軽蔑するように見た。
いや、「するように」ではなく、おそらく彼女はそういうときはっきり私を軽蔑していた。しかしそういうとき以外もつねに彼女が私を軽蔑していたのかというと、それはいまも私にはわからない。
私が部屋で大きな物音を立てると隣人の気に障るのではないかと怯える(そう、それは大袈裟ではなく私にとって一種の脅威だった)のは、私がまだ二十歳の頃、したがっていまからもう十年以上も昔に、一人暮らしをはじめてそれほど時間が経っていない頃に勤めていた人材派遣業の会社の寮で暮らしていたときに、一度や二度ではなく部屋で立てる物音がうるさいという理由で怒鳴り込まれたり刃物を振るわれたりした経験があったからで、それはおそらくはそんなことで刃物を持ち出したりした人間たちのほうが異常だったに違いないのだが、どうにもそれ以来部屋で立てる音に敏感になってしまったのだった。
しかし他人のトラウマほど人にとって鬱陶しいものはないというのは私にだって理解できるというか身に憶えはしっかりあるから、妻にそういった事情を語ったことはなく、したがって妻は過剰に騒音を気にする私の態度を単なる気の小ささ、臆病さとして理解する一方で、普段の私の他人に対する粗暴とさえいえるような無頓着さに一貫性のなさを見出してうさんくさくも感じていたはずなのだ。だから、たとえば、夜、まだ宵の口の九時くらいにテレビの音が大きいような気がして私がリモコンで音量を小さくしたりしたときに、そのリモコンを乱暴に奪って、何よ、大丈夫よまだ、と眉を顰め口唇を歪めて口ごもるように低い声で言う、なんてことが屢々起こった。
妻の姿を思い起こすと、それがたとえ私に怒りをぶつけているときの姿であっても、じわっと取り返しのつかない悔恨とも恥辱ともつかない感覚がこみあげてくる、身体を流れる血液の濃度が変化して温度が上昇して熱くなる、眼が眩んで身体の輪郭がぶれる、しかしそれは私の身体の内側で起こっている出来事でしかなくて、きっと外部からは何もわからない。
少なくとも、いまこの瞬間に私は一人で私の部屋の電灯の消えた台所にいるので、誰も私の身体に何が起こっているのかはわからないに違いない。そう思って、私は暗闇の中で寝室に戻り、カーテンを開けて窓外を見、電気の切れた家の中よりもむしろ外の方が明るいのに安心して、声も聞こえない、しかし強い風が吹いて階下の駐車場の端に植わっている桜の木が撓っているのがうっすら闇の中に浮かんで見え、激しく揺れる葉の擦れる音が聞こえたように思った。
錯覚だと思いベッドに入って眼を閉じた。しばらくすると子供の泣き声、悲鳴が聞こえてくる。ぞっとして眼を開けるのと同時に、隣室のドアが開くガチャガチャという金属同士が当たる音がして、何人かの大人の足がコンクリートを踏む音が続いた。ひそひそと何か言い合っている声も聞こえる。何を言っているかはわからない、と思ったとき「やめろって」と若い男の声がはっきり聞こえ、そのすぐ後に「しっ!」という鋭い声が聞こえた。
隣室は年老いた母親と二十代後半の娘の二人暮らしで、男の住人はいないはずだった。もっとも廊下などで顔を合わせたときに挨拶を交わすくらいでほとんど親しいつきあいなどはなかったから本当のところはわからない(妻だったら何か知っているかもしれない)、べつに暮らしている娘の兄弟とか、娘の恋人、友人、あるいは娘は既婚者で、別居中の夫、離婚した夫あるいは他にいろいろなケースが考えられる男がいたとしてもおかしくはない、と私は思った。
ずるずるコンクリートの廊下を何かひきずっていく音が聞こえる。私は決心してベッドをゆっくり降りて床に伏せ、そうっと足音を立てないように(たぶん部屋のなかの音は多少大きくても外にはほとんど聞こえないだろうと思うのだが)寝室から入口まで聞き耳を立てて回り込んだ。
沓脱のコンクリートの上に裸足で身体を丸め、鉄の感触がひんやりと冷たいドアに耳を密着させて廊下の様子をうかがう。途端ガチャン、と隣室のドアが閉まる音が響き吃驚して跳びあがり、ひっ、と声を出してしまったのが聞こえたのではないかと慌てて口を抑え隣室に意識を向けた。
何も聞こえない。
と、台所の電気が復帰してパッと明るい光が射した。コンクリートの三和土にしゃがんだ自分の姿を思い浮かべ、さっきまでの暗闇だったら気にならないが、明るいなかだと馬鹿みたいだなと思い、べつに誰に見られているわけでもないのにややばつの悪い気分で立ちあがった。
裸足の蹠に砂がひっついて気持ち悪いので手で払い、あとで掃除しなければ、と思いながら洗面台に行ってタオルで拭き、そのタオルを汚れ物を入れる籠のなかに捨てる前に、ざっと床をそれで砂を払うようにさっさっと拭いてしまう——こういうこと(手や顔を拭くタオルで床を拭いてしまうようなこと)をすると妻はよく苛立って、やめてよ、何できちんとできないの? と言ったものだった。何で、と言われてもどうせ洗濯するんだからいいじゃないかと思うし、床に比べて人間の手や顔がそんなに綺麗かよ、という気もするのだが、もちろん私は本当にそんなことは言ったことはない。
すっかり眼が冴えてしまった。時計の針は午前一時四十五分、さっきからまだ四十分ほどしか経っていない。ふと眼に入った腕に鳥肌が立っていた。寒いのだ。この真夜中にずっとパジャマでうろうろしていたのだから無理もない。
あんまりな気分になったので、私は一人風呂を沸かして入ることにした。昔と違っていまはコックをひねればすぐに熱いお湯が出るので、ほんの二十分もすればすっかり入浴の準備は整うのだった。じゃらじゃら流れる湯の音を聞きながら私は台所のテーブルに座り、何をするでもなく手持ち無沙汰に煙草を立て続けに三本吸ってただ湯が満ちる時間を待った。
二十分後、少し少なめのお湯で私は風呂に入った。お湯は熱めで、妻は熱いお湯が苦手だったからいつも先に風呂に入るのは私の方だった。ちりちり皮膚を灼くような、痒いような感覚があるくらいの熱いお湯が私にはちょうどいい。
ゆっくりと、三十分近くも浸かるので、お湯は胸の辺りまであればいい、ちょっとした半身浴だ。私はようやくあったまって、汗をだらだら流し、頭がクラクラしてきたのでいったん湯船の外に出、湯船の外ではまだひんやりする空気の流れにすっかりあったまった身体を心地良く晒し、ざっと洗って、髪も洗い、ふたたび湯船に戻る。
ほっと一息つき、耳を澄ます。が、子供の泣き声も怪しい隣人の物音(それとも隣人の怪しい物音、というべきだろうか)も聞こえない。風呂のなかだから聞こえないんだろうかと思い、いや、平穏なのだ、と私は思った。
風呂から上がり、ガラス戸を開けると温まった空気が冷たい廊下に流れ出して白く烟るのが見えた。すーっと身体の表面が冷えるが、芯からあったまっているのでどんどん汗が出て来て熱いままだ。
私はバスタオルで身体を拭き、髪を拭いて、寝室で新しいパジャマに着替えると、台所へ行ってガスファンヒーターのスウィッチを入れ、冷蔵庫からビールを出して飲んだ。
風呂場から洗面所、廊下、寝室に台所と全部の明かりを点けっぱなしにしているので白々しく明るい。空きっ腹に流し込んだアルコールはわりと簡単に回って、煙草を吸いながらすぐに一本、二本、三本と空き、それでもまったく酔わないので水屋からバーボン・ウィスキーの壜を出し、冷蔵庫からは氷を用意してロックで飲みはじめた。
一杯、二杯、三杯、と、他に何をすることもないのでただくいくい飲み、つまみがわりに煙草を立て続けに吸って、頭の芯から痺れたようになってようやっと酔いが回ってくるのだった。どこからか子供の声が聞こえる。良かった、泣いていない、と私は思う。朗らかな笑い声で、パパ、パパァと、どうやら私に呼びかけているらしい。ウフフフフ…… と、囁くように笑う声が子供の遊ぶ元気な声の背後に流れている。遊んでいる子供を見守っている、あれは妻の声じゃないだろうか、と私は思い、ふらっとテーブルを離れる、意外にしっかりと立てるものだ、大丈夫だなと思う。
俺に子供はいないよ、と、沓脱の手前まで来て玄関扉の覗き穴にチェーンで引っ掛けてある猫を象ったスチール製のドアベルをぼんやり見つめながら思う。さっきの音は何だったんだろうな、と不意にコンクリートの上を何かがひきずられて行く音を思い出す。何かきな臭い。まあ、どうせ私には関係ないのだろうけれど、と思いながら、何となく警察が隣の部屋に踏み込む映像などを想像し、フッと笑って(その笑いが何を意味しているのか自分でもわからない)、どうにも収まりがつかなくなって小さな声で「やれやれ」と呟く。
それをケリにして、さて寝るか、と、ふりかえってカーテンが開きっぱなしになっている窓外に女が立っているのが見えた。表情は暗くてよくわからないが、顔色は紙のように白い。こちらをじっと見ている、ような気がして、見ている、と思ってその女が見ているのは私の手のなかに抱かれている血まみれの赤ん坊だった。
わっと思って投げ出すまでもなく手のなかには何もない。窓外の女の姿もなかった。この部屋は八階にあるので、そもそも窓の外は空中なのだ。笑いさざめく声もいつのまにか消えている。
酔っぱらいか? 酔っぱらいの幻覚か? 滝のようにどっと流れ出る汗をバスタオルで拭い頭を抱えて部屋中の電気と暖房を消して回り、寝室に戻ってベッドに倒れ込むように私は寝た。寝ているときに不意にさっきの女が妻だったと気づいた。何故そのときすぐにわからなかったのだろう? と疑問に思い、それはただの希望/期待/欲望で、私はあれが妻だったように思いたいだけなのではないか、と思って、ほとんど一瞬後のような気配で眼が覚めると、カーテン越しに寝室の天井は薄明るい青に染まっていた。微睡んだという意識すらない一瞬のような眠りだった。
【続く】
私が鉄板だと思っている食い物
古川モトイ
本題に入る前に前回のハナシのその後から
前回の「eスポーツ放談」から1ヶ月たったわけですがeスポーツ界隈はいくらか重大なニュースがありました。消費者庁が「賞金の扱いに関してはプロアマ関係ないよ」という温情(?)見解を出しつつ、芸能大手の吉本興業さんがプロゲーマーを「雇用」し、通常の給与とは別に業務内容によってボーナスも出しちゃうハイパー待遇でeスポーツ業界に本格参入ということで、業界内にきわめて強いプレッシャーをかける形になりそうです。この吉本興業さんのやり口と言うのは、現段階で最も理想的でリーガルな方法だと感じられまして、やや毒を吐くとしたら「お笑いの吉本興業さんなのになんのオチもない」ド正論フルスイングな方式でございます。私としては次は有名形成外科医師で実業家の先生とかが同じ方式でプロゲーマーのチームを作ってくれたりしないかなとやや期待しておりますが、今回の本題ではないのでこの話はここまでとさせていただきます。
さて今回の本題は「私が鉄板だと思っている食い物」をリストアップしていきます。あくまでも私基準で鉄板なので、家から近いとか、そういう要素も含まれます。
・ドテ煮(豚モツ味噌煮)
このフリーペーパーの発起人であるmurbo氏はドテを推している事は、読者界隈では周知の事実だと思われますが、私がドテ食べたいときは養老鉄道養老線室駅の目の前にある「のむさん農園」のドテ煮買ってきます。牛スジ煮込みも並んで売っています。個人的な好みの話なんですが、私、味噌が焦げたタイプのドテ煮が少々苦手で、そちらのほうが正道だとは分かっているんですが、あまり香ばしくないほうが好みで、その好みにマッチしているのと、めちゃんこ安いという二点です。忘れましたが曜日によっては売ってません。あと、私はこんにゃくは入っているほうが好きです。
・うどん
大垣室町郵便局の道挟んだ正面のうどん屋「綾小町」のうどんは毎週食べます。毎週火曜日2時ごろにお邪魔するのですが、この周期が乱れるとバイオリズム狂うレベルです。寒いときは「わかめうどん玉子トッピング」、暑いときは「醤油うどん玉子トッピングおろしよけて」と注文する事が多いです。
・そば
大垣市の枝郷にある「さ來」さんの「板そば」が、多分大垣市で食べられるそばの中では群を抜いていると思います。そば好きな方はハナから数枚注文しておくことをおすすめします。なぜなら、注文入ってからそば打っているので、途中で追加注文すると壮絶に待つことになります。当然、そば注文してから出てくるまでかなり待ちますので、時間つぶしできるものを持っていくほうがエエです。
・みたらし団子
可児市の花木センターの中で売ってるみたらし団子が大変に美味しくて、ふらっと買いに行くことがあります。
・ソーセージ
ソーセージが好きです。そして無塩せきはあんまり好みじゃないです。以前はお肉屋さんのショーケースの中で並んでいたソーセージの印象が強かった「米久」さんですが「御殿場荒挽きポークウインナー」のTVCMには衝撃を受けました。「米久が凄いことになってる!」と言うのが当時の率直な感想です。現在もスーパーで普通に買えてとても幸せです。養老町に工場がある「一太郎」さんの「荒挽きフランクフルト」はかじる前に1回匂いを嗅いでおきたい。抜群の香りと触感です。なかなか近所で買える場所がありませんが鹿児島県志布志市の「ナンチク」さんの「荒挽きポークウインナー」は米のオカズになるウインナーを追求しつくした味がします。犬山市の警察署のすぐ裏手にある「サイトウハム」は家に買って帰るなら「ポリポリくん」がおすすめ。とにかく値段がリーズナブル、でも、技術はサイトウハムですから旨いです。一太郎さんの荒挽きフランクフルトとナンチクさんの荒挽きポークウインナーは共に強烈に主張して味が前に出てくるタイプのソーセージですが、「ポリポリくん」はその点では穏やかです。刻んでスープにしたりもやし炒めにぶっこんだりと使用範囲が広いので便利です。そのサイトウハムさんは(ホットドッグに続く)
・ホットドッグ
ドイツ風軽食スタンド「インビス」を直営しておられて、そこで「ブラートヴルスト」という名前で売っているホットドッグが絶品です。パンはドイツから空輸しているという噂ですが、マジでしょうか。マジだったら相当に相当な事です。
私、古川は過去にお医者さんに調べて貰ったところニコチンに弱く、基本的に禁煙のお店じゃないとなかなかゆっくりご飯が食べられない。そのため、「禁煙のお店または持ち帰れる」と言った点を最優先でお店を選ぶため、どうしても偏った選び方になっていますが、大体こんな感じです。ちなみにスガキヤの玉子入りラーメンは週1ぐらいでは食べていますが、今さら紹介するまでもないのでしょう。
では今回の作詞は現在、製作中のアルバムから。
ホノイカズチ
宵の一番星見て 頬を染めた街灯
薄明かり掻き分けて 白く浮かび上がる
伏せがちな眼差しに 釣られ視線をそらす
その髪は紫か 黒かさらに黒か
火(Fire)・雷(Thunder)収まりつかない 感情
火・雷 8時を過ぎても純情
火・雷 クラクラギリギリ心情(しんじょう)
非常事態だ!
※瞳孔にサンダーこれが恋なんだ!?
目蓋焼きついた甘いシルエット
(ウマクイクトイイネ)
脊髄にサンダーこれが恋なんだ!?
脳裏焼きついた君のシルエット
(オイシイオモイシタイネ)
24時間あいてる 孤独専門コンビニ
レンジでのあたためは 時間かけてゆっくり
入れ違いのそのコは 前髪で守るアイデンティティ
ボクの中のボクは 100万回キミに声をかける
火(Fire)・雷(Thunder) 運命感じる相当
火・雷 一縷の望みを信用
火・雷 マジマジギブギブ心拍数
ヤバいレベルだ!
※くりかえす
火(Fire)・雷(Thunder) 一目ぼれは一方通行
火・雷 一瞬見えたその眼光
火・雷 社会に興味がないんでしょう?
火・雷 退屈してるよボクもそう
火(Fire)・雷(Thunder) とめどない話、しちゃおうよ
火・雷 声かけられない全部妄想
火・雷 自覚してるボク不器用
あきらめは得意
※くりかえす
帰り道モヤった なんだか不幸だ
ほのかに香ったシャンプーの香り
(ワザトカイーダワケージャナイネ)
ちょっとあれナンダ?引越しトラックか!?
意外と近所に君のシルエット
(ノーチャンスじゃないの?)
リビングデッド・シスター
弾射音
15
年が明けた。
我が家はクリスマスもお正月もなし。冴子の出産のショックで、誰もがそれどころではないと感じていた。母は一応お節料理を準備したが、正月らしい雰囲気はどこにもなかった。いつもは家族全員で初詣に行くのだが、今年はなし。父はクリスマスイブにケーキを買ってこなかった。僕は由希子とデートをしなかった。二人の初めてのクリスマスなのに。由希子は相当機嫌を損ねたようで、社内でも僕に話しかけようとしなかった。
最近僕は、冴子がゾンビになったのは誰かが意図的にやったんじゃないかと思っている。奥田教授ではない。奥田教授は確かにブードゥー教の神具を冴子に預けたが、それは冴子をゾンビにするためではなかった。誰かほかに、冴子をゾンビにしようとした奴がいるのだ。
ゾンビ・パウダーというものがある。ゾンビを作り出すためのものだ。人の傷口からゾンビ・パウダーが浸透し、ゾンビに変える。このゾンビ・パウダーを、誰かが手に入れ、冴子に使ったのではないか。滅多に手にはいらないレアアイテムだとは思う。そう考えれば、奥田教授が最も疑わしいことになるが、奥田教授は献身的に冴子の面倒を見てくれている。そんな教授を疑うことは冒涜に等しい。
一体誰が冴子をゾンビにしてしまったのか。ブードゥー教を研究していた奥田教授の身辺の人物だろうか。教授の助手の一人だろうか。冴子は教授の授業でアシスタントのようなことをしていたから、教授の研究室へも出入りしていたに違いない。そこで知り合ったのだろうか。ああ、しかし、僕には確かめようがない。教授は僕を研究室に出入りさせてくれるだろうか。助手たちを、あるいは研究仲間の学者を紹介してくれるだろうか。たとえそうだとしても、僕には捜査の手段がない。
それにしても、一体誰が冴子を妊娠させたのだろう。冴子も冴子だ。新崎という立派なボーイフレンドがいるのに、どうしてほかの男とセックスをしたのか。強姦ではあるまい。強姦だったら、平気でいられるはずはないのだ。その男を見つけて、殺してやりたい。
「冴子さんをしばらく預からせていただきたいのですが」
ある晩、奥田教授が父に言った。
「先生のご自宅に置くということですか」
「そうです」
「それで、冴子の様態はよくなりますか」
父は心配そうだ。
「確約はできません。しかし、よりきめ細やかなケアはできると思います」
「わかりました。預けましょう」
父の鶴の一声で、事は決定した。週末の深夜、冴子を移送することになった。奥田教授の自宅は大学の近く、うちからは車で三十分ほどのところにある。
重量鉄骨造の立派な邸宅だ。二人の息子はすでに独立しており、奥さんと二人暮らし。奥さんも事情はよく知っている。教授が出勤したり学会に出席したりするとき、奥さんが冴子の面倒を見ることになっている。
土曜日に、奥田教授は車でやってきた。念のため冴子をさらにきつく縛り、口には猿轡を噛ませる。力のある父が冴子をお姫様だっこして車まで運び、教授の車の後部座席に入れた。そのまま父が隣に乗車し、僕は助手席に滑り込んだ。
教授の運転で彼の自宅まで行き、周囲に人の目がないかどうか確かめてから、冴子を抱え出す。再び父が冴子を抱き、二階まで連れていった。
二階の一室が研究室に改造されていた。動物用の大きな檻が据え付けられており、その中にベッドもあった。祈祷用の祭壇がその隣にあり、それから机が三つ並んでいて、それぞれに一台のパソコンがのせられていた。
「冴子を檻に入れるんですか」
父はなんだか不本意そうに言った。
「ええ。あまり縛ったままでは、筋肉が萎縮してしまいますので」
「そうですか」
動物の檻に入れるのも縛り付けるのも同じようなものだと思ったのか、父は納得するように返事した。
父が冴子を檻に入れ、教授が檻の扉を閉めて鍵をかける。冴子は新しい環境に戸惑うこともなく、床に横たえられて唸り声を上げている。教授が両手を檻の中に伸ばして冴子のロープをほどいた。とたんに冴子は立ち上がり、檻の金網に突進してきた。金網を両手で握り、しきりに僕たちを襲おうとする。
「これでよし、と。では、下でしばらくお休みください」
僕たちは階下の応接間へ招じ入れられた。ソファに腰を落ち着けると、教授の奥さんがコーヒーを持ってきてくれた。教授の奥さんは肌黒いアフリカ系の人だった。教授はよほどアフリカの習俗が好きらしい。ここまで徹底されると却ってさわやかだ。奥さんはたどたどしい日本語で「いらっしゃいませ」と言い、コーヒーを僕たちの前に置くと応接間を出ていった。
「ブードゥー教の儀式でもご覧になりませんか」
奥田教授が言った。父と僕がはいと頷くと、教授はテレビの下にあるレコーダーのスイッチを入れて、ブルーレイディスクを挿入した。
アフリカで撮影したらしい、儀式の風景が始まる。
最初僕は儀式に参加するアフリカの人々が裸に近い格好だろうと思っていたが、実際には皆洋装だった。司祭はスーツを着ており、参列者はアロハシャツやブラウスなど、様々な格好をしていた。
司祭が何かを宣言し、儀式が始まる。父と僕は固唾をのんでそれを見守った。司祭は祭壇に横たえられた一人の女の人の上に壷から粉のようなものを振りかけている。あれがゾンビ・パウダーなのだろうか。女の人は仰向けに横たわったまま全く動かない。生きているのか死んでいるのかわからない。だが、司祭が粉を振りかけて何かを唱えると、しばらくしてかすかに動きはじめた。
やがて、よろよろと立ち上がる。後は映画のように、両手を前にあげてこちらへふらふらと近寄ってくる。参列者たちは悲鳴を上げて逃げまどった。司祭だけは冷静で、女の人の後頭部を鈍器で殴り、気絶させた。
「どうですか」
教授が僕たちに目を向けた。
「これは」
父がテレビ画面に目を釘付けにしながら言う。
「本当にゾンビになってしまったのですか」
教授は軽く笑い声をあげた。
「呪文やパウダーに、その力はありません。すべては集団幻想なのです。この女の人は、暗示にかかって、自分の中にあるゾンビのイメージを知らず知らず演じているのです」
「そうですか」
「しかし、暗示を解くのはなかなか難しい。場合によっては、対象者は本当に死んでしまうことがあるのです」
「では、冴子にも命の危険があると」
「冴子さんの場合は、まあ大丈夫でしょう。いっさい食事をしていないのは気になりますが、そのうちに再開するでしょう」
教授がレコーダーを止める。僕たちは立ち上がり、礼を言って教授の家を辞した。
【続く】
OCTA ORCAのOCTA ORCA Yについて。
murbo
前回からの続き、東海3DCGクリエイターズ作品展への出店準備ということで、なんと全然進んでおらんのですが、これはやってないといいながらものすごく勉強しているクラスの賢い連中の如くではなく、本当にできていなくて冷や冷やしているのです。
その割には完成していないのにバリエーションを作ってしまい、ああどうしよう。ということで、設定だけはほかにも数種考えてあるので、展覧会が終わったらバリエーションも作ってみよう。
OCTA ORCA 実証実験機(Prototype)
機澤重工業きざわじゅうこうぎょうの社内研究案、モデル187が原型。
オクタオルカ 性能計測用試作機生産のために一定の性能を持って計画に対応できるか能力の計測をするために8台が製作された。このタイプは中央管理室からの遠隔操作で動作し、自己学習機能は補助的に使われている。
補助飛行武装装置のイェーガーファウストの装備は間に合わず、同サイズのガードロボットに設計された近接戦用のヒータートマホークを暫定的に装備している。固定武装の光粒子砲二門は低電力型の出力の低いLP55A1型を搭載、主に自衛用に使われることが多い。
実践試験は概ね成功し、ネットワークから外れたGK-01一機を四機がかりではあるが破壊、沈黙させている。
量産型との外見上の差異は、短時間の歩行用装備、光粒子砲の自動追尾装置の簡略化、外装への金メッキの省略、外装は既存のレーダーに干渉しない塗料などで塗装されている。
量産型は機体の機械としての信頼性と生産性の向上がなされている他、武装の強化も著しい。
ということで、展覧会用のOCTA ORCAの絵の練習のために試作型OCTA ORCA Yを作りました。時間がない中で新たにいくつか作るのは面倒を増やすだけでもありますが、できるかどうか不安もあったのでありあえず作ってみました。
実写と合成すれば背景は楽ちんだ、なんて気楽に考えていますと、空飛んでても自然に見せるような位置関係を作るのは思ったようにはいかず、苦し紛れのでっち上げ状態の部分もあります。
絵全体のカラコレはおおよそ想定した通りで、何とか作れそうかなと目途はつきました。しかし、手羽先でお馴染みの世界の山ちゃんを背景すると単なる建物の前にメカロボットがいるだけでコントのように見えることが分かりました。頑張ります。
【続く】
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/fbのグループでやるメッセージはどういうのが適当か未だ試行錯誤ですみません、今回はグループでやってみます。
古川モトイ(以下、古川)/書き込み方が分からなくて悩みました。今、判明しました。
先日、岐阜県のゲームセンター事情について自分のブログで書く機会がありまして、その記事が4800ぐらいアクセスいただけまして。その中で北極大陸のことも紹介していたんです。→ http://krick2.seesaa.net/article/458337648.html 別に無理やりねじ込んだ感じでもなく、40号に載せていただいた記事もゲーム関係の話だったんで自然にURL貼ったんですが、何で私は今回地元の食い物の話とか書いたんでしょうね?w
一貫してゲームの話書いて置けばよかったのにw
murbo/岐阜県のゲーセン事情から警察との関連まで個人で推測できる範囲いっぱいに書いてますねー。
いいなと思ったのは、SNSなどで政治的な書き込みである、単なる感情でしかないようなものが無く、できるだけ論理的であろうとするのがなるほど読ませるなあと思います。
ここにきて、急速なeスポーツへの社会的関心がありますね。
古川/そうですね。カジノ法案も形が見えてきましたし、あとは、時間の問題かもしれません。
murbo/eスポーツはスポーツでカジノみたいな、あ、サッカーくじとかそういうのか。一気に全部は理解が大変です。
今回は食べ物だったので在庫のドテ丼を活用しました。
古川/ちょうど今日食べました
murbo/写真のドテ丼はネギなどでドテがあまり見えなくなっちゃってます。次回はきちんと見えるように撮りたいです。
渡邉さんのフォビアはホラーだったので、恐る恐る読みました。怖いの苦手でw
古川/私も飛ばしながら見ました。怖いの苦手でw
murbo/ホラーなので怖くて正解なんですが、掲載作品のトビラは作ると決めていたので読まないわけにもいかないので。
古川/www
murbo/まだいろいろ迷ってはいますが、とりあえず今はこのようにしております。
古川/ホラー苦手なんですよね。知り合いがホラーゲームのプレイを配信してたり、ホラー映画の紹介番組やってたりしたんですが、オープニングだけ見てました。本編は怖くて見れない。
murbo/ホラー以外の部分が描かれているからそういう部分を読むようにしてますね。
古川/できるだけ怖いところは素早く読むみたいな
murbo/そうです。結局読んでますw
来月は本当に展覧会用に本腰入れないと厄介な状態なので、なんとか。
そんなこんなで今回はちょっとずれ込みますが、一応月刊ペースで配信できそうです。
今月もありがとうございます。また次回も配信できるようにがんばりましょう~
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